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ための英語コース  (Engl ish for  Internat ional  Students)  を設置して
おり、そのうち初級者向けの  Basic  Engl ish Ⅰ・Ⅱ  (以下  Basic  
Engl ish)  では、彼らの第二言語である日本語を併用して授業を進め












英語 LEAD (Learning Engl ish Abil i t ies  Developer)  』（以下  LEAD）
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によって十数年に及び蓄積されてきた NHK 語学番組『基礎英語』
シリーズで扱われた会話例の中から適宜必要な形式や表現の検索、
















３－１  コミュニケーション能力の位置づけ  
 Basic  Engl ish におけるコミュニケーション能力育成の理念は、
Hymes  (1972)  の提唱した “communicat ive competence”の概念を言語
教育の観点から定義した  Canale  and Swain  (1980)、 Canale (1983)、
さらにそれを言語能力測定の観点から展開した Bachman (1990)  の
モデルに基づく。すなわち、 communicat ive competence を構成する
要素である文法能力・社会言語学的能力・方略能力  (Canale and 
Swain1980:27)  および談話能力  (Canale  1983:9)  はそれぞれ単独的
にではなく相互補完的に機能している。 “Communicat ive language 
abi l i ty” (Bachman 1990:81)  を獲得することは、言語の構造と言語の
運用における社会的・心理的な機能の操作を含む。これらの観点を
踏まえ、 Basic English では学生のコミュニケーション能力向上の





３－２  コミュニケーション能力を促進する言語活動  
コミュニケーション能力を育成する授業の実践に際しては、木村
(2011:28)  の提唱する指導原理のうちの  Purpose（目的）にならい、  
「可能な限り実際の発話を想定した真性（ authent ici ty）の高い目標」
の設定と「場面，人間関係，ことばの働きを意識した活動」を念頭
に置いている。また、異文化におけるコミュニケーション能力につ
いては、塩澤  (2010:14)  の指摘する通り「意識的に学習しないかぎ
り自然には身につかない」という認識から、Basic  English では英語
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見つけられる範囲は限られている。しかし、株式会社 NHK エデュ
ケーショナルにより LEAD が開発されたことで、 NHK 英語データ
ベースから言語活動に役立つ会話例を WEB 経由で検索し、音声と
あわせて教材作成用の素材として利用できるようになったため、
Basic  English ではこの ICT ツールを適宜活用している。  















ように検索機能を搭載した ICT を用いて、 Basic  Engl ish における 
教育実践活動を報告する。  
 
５． ICT を活用した言語活動  




を挙げながら、 ICT を導入する目的、その達成を支援する教材の 
作成方法と実践例を示す。  
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５－１ 言語形式の導入  
 
例① 意味の違いを文脈から推測する活動のための教材例  
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2001 年度『基礎英語１』 9 月（ LEAD）  

















2001 年度『基礎英語１』 9 月（ LEAD）  
 
会話では、声の調子から話者の意図を推測できる要素もあるため
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理解を深めていく活動へと発展させやすい。このように推測の過程
を経て発見に至るように導く教材を効率的に準備できることは、
ICT 活用の大きな利点と言える。  
 




“Let  me introduce Tama’s  family.   
This  is  Tama’s  ___.  And these are  her  ___.”  

















 検索機能を搭載した ICT ツールを使いデータベースにアクセス
す る と 瞬 時 に 目 的 の 素 材 に た ど り 着 く こ と が で き る が 、 さ ら に
NHK エデュケーショナルの LEAD のように、検索項目が教育用に
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例③ 特定の場面でよく使われる表現を扱う活動のための教材例  
 
「ご注文をお伺いしてもよろしいでしょうか。」  
Chiaki :  “Can I（ ） your order?” 
Man:   “Yes,  please.  
I ’ l l  have a  ham sandwich and a  cup of  coffee” 
2013 年度『基礎英語２』 10 月（ LEAD）を一部改変  
 










 Basic  Engl ish における文法指導の目標は、網羅的に学習させるこ
とであるが、既存のテキストだけでは導入する形式がどんな状況で








































































５－２ 音声活動  
 
例④ 特定の文法形式や表現に注目を集めるディクテーション  
活動のための教材例  
Listen to  the sentences and wri te  exact ly  what  you here.  
 
④－１  “Don’t  be ___ to  him.”  
2011 年度『基礎英語１』 10 月（ LEAD）を一部改変  
④－２  “Why are  you always so ___ to  me?” 
2010 年度『基礎英語２』 1 月（ LEAD）を一部改変  
④－３  Takeshi :  “My dad and I  are  taking Mom out  to  dinner.”  
    Lisa:     “That’s  real ly  ___.”  
2001 年度『基礎英語２』 5 月（ LEAD）を一部改変  
 






ICT は、そのための教材準備と授業での導入を容易にする。  
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Basic  English の授業では、大学内の WEB 環境が整っているため
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ディクテーションを取り入れるねらいは授業により異なるが、









例⑤ シャドウイング＆ロールプレイ活動のための教材例  
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５－３ 社会言語学的知識と関連させた学習  
 
例⑥ 対人関係を意識した言語活動のための教材例  











2005 年度『基礎英語１』 9 月（ LEAD）を一部改変  
 
 コミュニケーションにおいて友好な人間関係を構築するための
ストラテジーとして、 Brown and Levinson (1987) は具体的に言語 
行動を分類している。仲良くなりたい／邪魔されたくないという欲
求を満たす方向性で用いられるポジティブ／ネガティブ・ポライト
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 「褒める」という言語行為に関連して収集された会話例に見られ
る形容詞は、例⑥の空所に入る語  “cool”／ “Awesome”／ “bri l l iant”  











2004 年度『基礎英語１』 5 月（ LEAD）を一部改変
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 実際に、相手のファミリー・ネームだけで相手を呼んでしまう例
や、逆にファースト・ネームに敬称をつけてしまうといった例は
Basic  English クラスに限らず、日本人学生の英語クラスにおいても
少なからず見受けられる。また、Wilson Teacher  のように母語では
可能な名前と職業を組み合わせてしまったり、“What’s  your  name?” 

































の例にまとめた。本学国際コミュニケーション学科 Basic  Engl ish
の授業における、推測と発見を促す言語形式や表現の導入、発話意
図を考慮した音声活動、場面と人間関係を意識した適切な言語使用
を 促 進 す る 社 会 言 語 学 的 知 識 の 学 習 の ３ つ の 言 語 活 動 に お い て
ICT が有効に活用される可能性を示した。  
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